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そうか市議会だより 平成29年8月5日…❷

　
政
務
活
動
費
と
は
、
市
議
会
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た
め
に
必
要
な
経

費
の
一
部
と
し
て
、
市
議
会
に
お
け
る
会
派
又
は
議
員
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
草
加
市
議
会
で
は
、平
成
28
年
度
分
か
ら
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
収
支
報
告
書
、領
収
書

等
が
添
付
さ
れ
た
支
出
書
及
び
交
通
費
計
算
書
を
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
政
務
活
動
費
収
支
報

告
に
関
す
る
提
出
さ
れ
た
全
て
の
書
類
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局
に
て
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

政
務
活
動
費
の

使
い
道
を
公
開
！

　会派又は議員が市政の課題や市民の意思を把握し、市政に反映させる活動に支出される経
費に対して、政務活動費の充当が認められております。充当が認められる９つの経費ごとの
支出割合は、次のとおりです。

平成28年度
政務活動費の項目別支出割合

調査研究費
2.7％

研修費
4.9％

広報費
64.1％

広聴費
12.0％

資料購入費
7.9％

要請・
陳情活動費
0.0％

資料作成費
0.2％

人件費
0.0％

事務所費
8.3％

調査研究費

研修費

広報費

広聴費

要請・陳情
活動費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

市の事務、地方行財政等に関する調
査研究及び調査委託に関する経費

研修会を開催するために必要な経
費、団体等が開催する研修会の参加
に要する経費

会派又は議員が行う活動、市政につ
いて住民に報告するために要する経
費

住民からの市政及び会派又は議員の
活動に対する要望、意見の聴取等の
活動に要する経費

要請、陳情活動を行うために必要な
経費

会派又は議員が行う活動に必要な資
料の作成に要する経費

会派又は議員が行う活動に必要な図
書、資料等の購入に要する経費

会派又は議員が行う活動を補助する
職員を雇用する経費

会派又は議員が行う活動に必要な事
務所の設置、管理に要する経費　支出される政務活動費の64.1％を広報費が

占めています。

各会派、議員の平成２８年度政務活動費の支出額は次のとおりです。（単位：円）
なお、平成２８年度の交付額は、１人月額９０，０００円で、所属する会派ごとに申請された額とその残りを個人に交付しています。

草加新政
公明党

日本共産党
自由市民クラブ
浅井　昌志
新井　貞夫
飯塚　恭代
井手　大喜
宇佐美正隆
小川　利八
小澤　敏明
金井　俊治
切敷　光雄
後藤　香絵
斉藤　雄二
佐々木洋一
佐藤　　勇
佐藤　憲和
佐藤　利器
芝野　勝利
白石　孝雄
鈴木　由和
関　　一幸
田中　宣光
中野　　修
西沢　可祝
平野　厚子
広田　丈夫
藤家　　諒
松井優美子
吉岡　　健
吉沢　哲夫

5,960,000
2,880,000
4,800,000
1,705,000
600,000
600,000
600,000
600,000
600,000
880,000
600,000
600,000
600,000
120,000
120,000
600,000
420,000
120,000
600,000
600,000
600,000
600,000
600,000
695,000
600,000
600,000
120,000
600,000
120,000
420,000
600,000
1,080,000

0
268,688

0
0
0
0

14,061
0

18,288
0
0

2,200
0
0
0

8,464
0
0
0
0
0
0
0

21,886
0

52,774
0

5,408
0

5,915
0
0

0
0

94,241
0
0
0
0
0
0
0
0

15,780
0

27,864
0
0

192,000
31,508

0
0
0
0
0

50,820
0
0

73,404
138,668
31,424

0
70,000

0

1,537,637
1,369,374
2,024,138

0
0
0

212,414
396,553

0
145,152
86,200
47,034

0
0
0

14,560
317,404

0
124,070
333,723

0
45,748
236,159

0
459,607
419,037

0
333,000

0
0

526,213
960,453

0
0

1,780,337
0
0
0
0
0

2,379
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

5,038
0
0
0
0
0

2,487
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0

637
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

22,526
0
0
0
0
0
0

3,542

交付額
項目

調査研究費 研修費 広報費 広聴費 資料作成費

0
0

7,432
9,024

0
7,032
36,408
43,824
91,836

0
52,218
43,560
109,576
11,040
73,884

0
0

62,196
82,388

0
0
0

32,520
22,644
83,070
46,792
84,528
53,148
25,840
70,516
18,870
117,780

資料購入費

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

人件費

0
212,880
53,371

0
0

3,100
1,411

0
0
0

8,648
0
0
0

2,740
590,747

0
0
0

281,503
0
0

48,600
30,018
6,379

0
0
0
0

5,756
0
0

事務所費

1,537,637
1,850,942
3,959,519

9,024
0

10,132
264,294
440,377
113,140
145,152
147,066
108,574
109,576
38,904
76,624
613,771
509,404
93,704
206,458
615,226

0
45,748
322,317
125,368
571,582
518,603
157,932
530,224
59,751
82,187
615,083
1,081,775

支出額合計
返還額

4,422,363
1,029,058
840,481
1,695,976
600,000
589,868
335,706
159,623
486,860
734,848
452,934
491,426
490,424
81,096
43,376

0
0

26,296
393,542

0
600,000
554,252
277,683
569,632
28,418
81,397

0
69,776
60,249
337,813

0
0

要請・陳情
活動費

※議員の順番は五十音順です。

会派名
／議員名

会
派
分

議
員
分

支出額
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中 間 報 告 の 概 要
■
議
員
の
納
税
等
状
況
の
公
開
に
つ
い
て

　

議
員
の
政
治
倫
理
の
確
立
と
向
上
を
目
指
し
、

市
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料

等
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
納
付
分
か
ら
、
議
員

の
納
税
等
の
状
況
を
公
開
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

■
傍
聴
券
へ
の
住
所
・
氏
名
記
入
の
廃
止
に
つ
い
て

　

原
則
公
開
で
あ
る
市
議
会
の
傍
聴
に
お
い
て
、

傍
聴
券
へ
の
住
所
・
氏
名
の
記
入
を
廃
止
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

■
議
員
派
遣
に
よ
る
会
派
視
察
及
び

全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
の

廃
止
に
つ
い
て

　

議
員
派
遣
は
公
務
性
が
問
わ
れ
る
も
の
に
限
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度
か
ら
議
員
派
遣

に
よ
る
会
派
視
察
及
び
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
を
廃
止
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

■
議
事
堂
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

４
月
20
日
に
行
わ
れ
た
東
京
都
町
田
市
に
お
け

る
行
政
視
察
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
建
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
慮

し
、
優
先
的
に
調
査
を
行
っ
て
い
た
「
議
事
堂
の

独
立
性
に
つ
い
て
」
、
「
議
場
に
つ
い
て
」
、

「
傍
聴
席
に
つ
い
て
」
、
「
委
員
会
室
及
び
全
員

協
議
会
室
に
つ
い
て
」
、
「
議
員
控
室
及
び
応
接

室
等
に
つ
い
て
」
、
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い

て
」
の
６
項
目
に
つ
い
て
は
、
調
査
中
間
報
告
書

と
し
て
市
へ
の
提
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※

中
間
報
告
の
全
文
及
び
議
事
堂
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
調
査
中
間
報
告
書
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
議
会
改
革
特
別
委
員
会
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

議
員
の
納
税
等
状
況
を

公
開
し
ま
す
！

議
員
の
納
税
等
状
況
を

公
開
し
ま
す
！

そ
う
か
！
市
議
会
Ｑ
＆
Ａ 

No.5

Ｑ
．
専
決
処
分
っ
て
何
で
す
か
？

Ａ
．
議
会
が
決
定
す
べ
き
事
項
を
特
定
の
場
合
に
限
り
、
市
長
が

議
会
に
代
わ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

Ｑ
．
特
定
の
場
合
と
は
ど
う
い
っ
た
場
合
が
該
当
し
ま
す
か
？

Ａ
．
議
会
が
指
定
し
た
場
合
や
、
緊
急
の
場
合
な
ど
が
該
当
し
ま

す
。

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
は
、
６
月
定
例
会
開
会
日
ま
で
に
16
回
の
委
員

会
を
開
催
し
、
「
議
会
改
革
に
つ
い
て
」
の
調
査
を
進
め
て
お
り
、
６
月

定
例
会
開
会
日
に
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
間
報
告
終
了
後
、
議
会
改
革
特
別
委
員
長
か
ら
委
員
会
提
出

議
案
と
し
て
「
草
加
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
、本
会
議
に
お
い
て
、議
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
草
加
市
が
徴
収
す
る
税
金
等
に
つ
い
て
、
議
員
の
納
税

等
の
状
況
を
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お
い
て
公
開
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

◆対象項目
　①市民税及び県民税
　②軽自動車税
　③固定資産税及び都市計画税
　④国民健康保険税
　⑤後期高齢者医療保険料
　⑥介護保険料
　※それぞれ、納付、一部納付、未納付、非該当のどれに該当

するかを公開します。
◆対象年度
　平成 28年度に納入期限が終了したものから
◆公開時期
　平成 29年８月中旬ごろを予定
　※次年度以降は、毎年６月中旬の公開を予定
◆公開方法
　市議会ホームページ、市議会だよりでの公開を予定

草加市議会議員政治倫理条例及び施行
規程により、次のとおり議員の納税等
状況を公開します。

項　　　目 提　案　時　の　意　見

市長が専決処分を
することができる事項の
改定について

災害時における
議会としての対応について

議事堂のあり方について

※　市長が専決処分をすることができる事項の改定について（損害賠償額の範囲拡大について）及び議会報・議会ホームペー
ジを所管する委員会の設置については、委員会内で意見がまとまらず、提案者から取り下げの申し出がありました。

　　なお、取り下げられた項目については、別途、議員提出議案として議案が提出され、可決されました。（関連記事７面）

・「法令改正に伴う引用条文の条ずれ」など、実質的な内容の変更がないものに
ついて、議会の議決が必要というのは合理的ではないので、市長の専決処分を
可能に

・大規模災害が発生した場合の対応として、各議員が行動すべき具体的マニュア
ル等の整備を

・市の災害対策本部への協力・支援内容等の検討を

・聴覚障がい者への配慮として、傍聴席にイヤフォンジャック等の整備を
・議事堂におけるネットワーク環境の整備を
・委員会のインターネット中継の実施を
・庁舎１階などにも議員の登庁ランプの設置を

平成29年6月15日現在

今　後　の　検　討　項　目

議　会　改　革　特　別　委　員　会　中　間　報　告
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一
般
質
問
と
は
、
市
政
一
般
に
つ
い
て
市
長
な
ど
の
執
行
部
の
考
え
や
、
方
針
を
質
問
す
る
こ
と
で
す
。

そ
う
か
市
議
会
だ
よ
り
で
は
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
の
質
問
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
掲
載
は
発
言
順
で
す
）

６
月
定
例
会
で
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
お
け
る
質
問
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

内
容
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
会
中
継
（
録
画
放
映
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
お
持
ち
の
方
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
）

１　

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
国
庫
負
担
金
の
減
額
調

整
措
置
に
つ
い
て

２　

保
育
行
政
に
つ
い
て

１　

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

２　

新
田
地
域
の
道
路
環
境
に
つ
い
て

３　

奨
学
金
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

１　

災
害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

２　

運
転
免
許
証
自
主
返
納
時
の
優
遇
制
度
に
つ
い
て

１　

育
成
医
療
と
こ
ど
も
医
療
に
つ
い
て

２　

市
内
４
駅
の
諸
問
題
に
つ
い
て

　

ア
、
ホ
ー
ム
ド
ア
に
つ
い
て

　

イ
、
草
加
駅
始
発
・
終
着
の
電
車
に
つ
い
て

　

ウ
、
ハ
ト
の
ふ
ん
対
策
に
つ
い
て

３　

新
花
畑
橋
（
仮
称
）
開
通
に
伴
う
安
全
対
策
に
つ

い
て

４　

公
共
設
備
の
補
修
・
対
応
に
つ
い
て

５　

谷
塚
二
丁
目
地
内
の
交
差
点
の
安
全
対
策
に
つ
い

て

１　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

２　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

１　

公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

２　

平
和
行
政
に
つ
い
て

１　

瀬
崎
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
に
つ
い
て

２　

手
話
言
語
に
関
わ
る
事
柄
に
つ
い
て

３　

学
校
運
営
に
お
け
る
各
種
組
織
と
問
題
解
決
に
つ

い
て

　

ア
、
学
校
応
援
団
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
、
学
校
評
議
員
制
度
に
つ
い
て

　

イ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議

会
制
度
）
に
つ
い
て

１　

学
校
教
育
と
そ
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

２　

平
和
行
政
に
つ
い
て

３　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

４　

松
原
団
地
の
建
て
替
え
に
伴
う
諸
問
題
に
つ
い
て

１　

生
活
困
窮
者
の
住
居
の
確
保
に
つ
い
て

　

ア
、
公
営
住
宅
に
つ
い
て

　

イ
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

２　

建
設
残
土
及
び
資
材
等
の
置
き
場
の
周
辺
の
生
活

環
境
へ
の
影
響
と
対
策
に
つ
い
て

３　

中
央
公
民
館
に
つ
い
て

１　

糖
尿
病
の
重
症
化
対
策
に
つ
い
て

２　

綾
瀬
川
左
岸
広
場
路
上
駐
車
対
策
に
つ
い
て

質
　
問
　
項
　
目

質
　
問
　
項
　
目

①佐藤憲和 議員

⑥広田丈夫 議員⑦金井俊治 議員⑧平野厚子 議員⑨後藤香絵 議員⑩田中宣光 議員

②藤家　諒 議員③佐藤利器 議員④斉藤雄二 議員⑤井手大喜 議員 

安全で質の高い
保育環境へ

指導・監査体制の
強化を

①佐藤憲和　議員

②藤家　諒　議員

 

質
　
問

　

①
保
育
所
等
に
預
け
て
い
る
保
護
者
等
か
ら
、

け
が
に
伴
う
園
の
対
応
や
、
給
食
で
子
ど
も
の
お

か
わ
り
が
無
く
な
っ
た
な
ど
、
様
々
な
通
報
や
ご

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
立
入
調
査
の
実
績
及

び
指
導
件
数
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。
②
認
可
施

設
が
54
施
設
に
増
え
た
こ
と
で
、
保
育
関
係
者
か

ら
の
ご
相
談
の
対
応
や
、
調
査
・
指
導
監
査
等
に

対
し
、
現
状
の
保
育
課
の
体
制
で
は
限
界
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

 

答
　
弁

　
子
ど
も
未
来
部
長
〜
①
平
成
28
年
度
は
、
同
年

４
月
１
日
に
開
所
し
て
い
る
全
民
間
認
可
保
育
所

等
25
施
設
に
保
育
課
職
員
が
訪
問
し
、
実
地
指
導

を
行
っ
た
。
社
会
福
祉
法
人
の
運
営
に
係
る
指
導

監
査
と
し
て
、
市
の
指
導
監
査
室
職
員
が
３
法
人

に
実
地
監
査
を
行
い
、
合
計
19
件
の
指
導
を
行
っ

た
。
ま
た
、
埼
玉
県
が
保
育
所
の
運
営
に
係
る
指

導
監
査
と
し
て
、
６
施
設
に
実
地
監
査
を
行
い
、

合
計
11
件
の
指
導
を
行
っ
た
。

　

②
近
年
、
待
機
児
童
に
対
応
す
る
た
め
、
認
可

保
育
所
等
を
増
や
し
て
き
た
。
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
、
地
域
型
保
育
事
業
の
認
可
事
務
等
が

新
た
に
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
年
度
に
認
可
確

認
係
を
設
置
し
て
、
３
係
体
制
と
し
、
保
育
課
全

体
と
し
て
も
５
人
の
人
員
を
増
や
し
た
。
そ
の
後

も
認
可
施
設
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と

も
状
況
に
応
じ
た
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
、
関
係

部
局
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

奨学金制度の
拡充を

免除制度の検討も

 

質
　
問

　

高
校
に
通
う
た
め
に
は
、
授
業
料
以
外
に
学
校

ま
で
の
交
通
費
、
制
服
代
、
教
材
・
教
科
書
代
な

ど
、
多
く
の
費
用
が
発
生
す
る
。
草
加
市
で
は
、

長
年
に
渡
り
貸
与
制
奨
学
金
を
実
施
し
て
い
る

が
、
年
々
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
。
背
景
に

は
、
返
済
の
不
安
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
を
踏
ま
え
、
草
加
市
で
、
給
付
制
奨
学
金

を
設
け
る
必
要
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え

か
。
ま
た
、
こ
の
間
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
き

た
か
。

 

答
　
弁

　
教
育
総
務
部
長
〜
国
、
県
等
の
給
付
制
奨
学
金

等
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
家
庭
の
事
情
に
よ
り
進

学
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
進
学
を
後
押
し
す
る
た
め
に
、
近
年
、
特

に
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
市
が
実
施

す
る
に
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
、
ど
の
よ
う
に

財
源
を
確
保
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
中
、
現
行
の
奨
学
金
制
度
を
利
用
し
や
す
い
も

の
に
し
て
い
く
た
め
に
返
済
猶
予
の
制
度
を
拡
充

し
、
経
済
的
、
精
神
的
な
負
担
を
和
ら
げ
る
た
め

に
、
い
わ
ゆ
る
所
得
連
動
型
返
済
制
度
の
導
入
を

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
免
除
制
度
に
つ
い
て
は
、
卒
業
後
、
特

定
の
職
種
に
就
職
し
た
場
合
や
、
市
に
在
住
す
る

条
件
の
下
、
奨
学
資
金
の
免
除
制
度
を
設
け
た
場

合
の
影
響
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
国
、
県
、
他
市
の
動
向
な
ど
を
注
視
し
、

給
付
制
及
び
免
除
制
を
含
め
た
奨
学
金
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問



そうか市議会だより❺…平成29年8月5日

運転免許証
自主返納時の
優遇制度制定の
計画は？

③佐藤利器　議員

 

質
　
問

　

最
近
、
運
動
能
力
の
低
下
や
判
断
力
の
低
下
、

更
に
は
認
知
症
が
原
因
と
言
わ
れ
る
高
齢
者
の
事

故
が
相
次
い
で
い
る
。
警
察
庁
の
デ
ー
タ
で
は
75

歳
以
上
の
運
転
免
許
保
有
者
の
推
移
が
平
成
27
年

に
は
４
７
７
万
９
９
６
８
人
、
平
成
30
年
に
は
、

５
３
２
万
５
２
６
１
人
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

は
運
転
免
許
証
自
主
返
納
は
有
効
と
考
え
る
。
自

主
返
納
者
に
対
し
、
埼
玉
県
内
で
は
『
シ
ル
バ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
制
度
』
の
下
、
バ
ス
の
回
数
券
な

ど
の
優
遇
措
置
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

が
、
草
加
市
と
し
て
独
自
の
優
遇
制
度
の
計
画
は

あ
る
の
か
。

 

答
　
弁

　
市
民
生
活
部
長
〜
草
加
市
で
は
昨
年
、
自
主
返

納
者
が
７
４
２
人
、
運
転
経
歴
証
明
書
発
行
者
は

７
１
３
人
い
た
。
近
年
、
高
年
者
の
運
転
に
起
因

し
た
自
動
車
事
故
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
も
認
識
を
し
て
お
り
、
昨
年
改
訂
を
し
た

第
10
次
草
加
市
交
通
安
全
計
画
、
今
年
度
改
訂
す

る
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
な
ど
交
通
安
全
対

策
を
総
合
的
に
進
め
る
中
、
自
主
返
納
は
高
年
者

の
事
故
防
止
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
自
主
返
納

は
公
共
交
通
の
利
用
促
進
、
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
優
遇
制
度
に
つ
い

て
は
、
様
々
な
観
点
か
ら
、
効
果
に
つ
い
て
研
究

を
行
い
、
警
察
や
交
通
事
業
者
と
協
議
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

道路補修などの
通報アプリの
導入を行うべき

④斉藤雄二　議員

 

質
　
問

　

道
路
な
ど
の
損
壊
や
不
具
合
を
市
民
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て
自
治
体
に
通
報
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
熊
谷
市
が
導
入
し
た
と
の
報
道

が
あ
っ
た
。
通
報
の
対
象
は
、
道
路
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
、
道
路
照
明
、
防
犯
灯
、
公
園
設
備
で
、
写

真
の
ほ
か
地
図
や
コ
メ
ン
ト
も
入
力
が
で
き
、
瞬

時
に
市
の
担
当
者
に
メ
ー
ル
が
届
き
、
そ
の
後
の

対
応
も
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　

熊
谷
市
で
は
、
公
共
設
備
の
迅
速
な
修
復
や
事

故
防
止
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
行
政
の
透
明
化
に

も
貢
献
で
き
る
と
話
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

草
加
市
で
は
こ
の
よ
う
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
を
利
用
し
た
通
報
ア
プ
リ
の
導
入
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
弁

　
建
設
部
長
〜
道
路
な
ど
の
ひ
び
の
補
修
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
危
険
箇

所
の
発
見
や
市
民
か
ら
の
情
報
提
供
、
ま
た
、
協

力
を
依
頼
し
た
関
係
団
体
な
ど
か
ら
の
通
報
に
対

し
、
迅
速
か
つ
適
切
に
補
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

安
全
で
快
適
な
道
路
施
設
な
ど
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
施
設
の
損
傷
状
況
や
不
具
合
に
対

し
て
速
や
か
に
対
応
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

一
つ
の
手
段
と
考
え
ら
れ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
を
活
用
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
先
進
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

スクールソーシャ
ルワーカー
（ＳＳＷ）の

活用状況について

⑤井手大喜　議員

 

質
　
問

　

平
成
28
年
度
よ
り
、
そ
れ
ま
で
１
名
で
あ
っ

た
、
市
の
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
体
制
が
、
３
名
体
制
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
活
動
の
幅
も
広
が
っ
た
こ
と

な
ど
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
国
は
平
成
31
年
度
ま
で

に
、
全
中
学
校
区
に
Ｓ
Ｓ
Ｗ
を
配
置
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
の
で
、
市
に
当
て
は
め
れ
ば
11

名
の
配
置
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
現
状
か
ら
、

更
な
る
増
員
と
な
る
が
、
考
え
て
お
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
が
福
祉
の
専
門
家
の
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
成
り

手
に
つ
い
て
で
あ
る
。
市
は
、
福
祉
の
専
門
家
の

採
用
方
法
な
ど
を
検
討
し
、
増
員
を
今
か
ら
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

 

答
　
弁

　
教
育
総
務
部
長
〜
増
員
の
効
果
に
つ
い
て
は
、

①
支
援
内
容
や
支
援
対
象
者
を
総
合
的
に
判
断

し
、
よ
り
適
切
な
担
当
者
を
決
定
す
る
こ
と
で
、

ケ
ー
ス
に
応
じ
た
支
援
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
。
②
１
件
の
ケ
ー
ス
に
か
か
わ
る
回
数
、
時

間
が
増
え
、
訪
問
の
回
数
が
増
え
た
こ
と
。
③
複

数
の
情
報
を
同
時
に
収
集
で
き
、
支
援
が
必
要
な

方
の
置
か
れ
る
状
況
把
握
か
ら
、
支
援
方
針
の
決

定
ま
で
早
期
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
。
④
関
係
者
が
集
ま
っ
て
行
う
ケ
ー
ス
会
議
の

回
数
が
増
え
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
増
員
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
支
援
体

制
の
充
実
は
ま
す
ま
す
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
、
県
に
対
し
て
増
員
を

要
望
す
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

よ
り
一
層
体
制
の
充
実
が
図
れ
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
。

平和都市宣言
30周年を迎えるに
当たっての
市の姿勢は？

⑥広田丈夫　議員

 

質
　
問

　

今
年
は
草
加
市
と
し
て
平
和
宣
言
を
施
行
し
て

か
ら
30
年
に
な
る
。
日
本
の
平
和
運
動
は
原
水
爆

禁
止
運
動
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
残

念
な
こ
と
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
り
、
原
水
爆
禁

止
運
動
は
分
断
さ
れ
、
大
き
な
う
ね
り
に
は
な
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
苦
い
轍
を
今
後
踏
ま
な
い
よ
う

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
平
和
を
守
り
抜
く
心
、

ま
た
、
原
水
爆
な
ど
核
兵
器
の
使
用
は
い
か
な
る

理
由
が
あ
っ
て
も
許
さ
れ
ぬ
絶
対
悪
で
あ
る
と
の

考
え
方
を
堅
持
す
る
心
は
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、

市
民
へ
の
啓
発
、
ま
た
、
児
童
、
生
徒
た
ち
に
も

し
っ
か
り
と
教
え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
平

和
都
市
宣
言
30
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
の
市

の
姿
勢
は
？

 

答
　
弁

　
教
育
長
〜
小
・
中
学
校
で
は
、
世
界
の
中
の
日

本
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
国
際
的
な
視
野
に

立
っ
て
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
の

戦
争
を
永
久
に
放
棄
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と

を
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
、
世
界
平
和
を
確
立
す

る
た
め
の
熱
意
と
協
力
の
態
度
を
育
て
て
い
る
。

今
後
も
世
界
の
平
和
と
人
類
の
幸
福
に
寄
与
し
、

平
和
を
守
り
抜
く
児
童
・
生
徒
の
育
成
を
図
っ
て

い
く
。

　
市
長
〜
今
後
も
原
水
爆
は
決
し
て
許
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
認
識
の
下
、
平
和
パ
ネ
ル
展
、
平

和
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
、
平
和
の
日
講
演
会
や
平
和
施

設
見
学
会
に
平
和
都
市
宣
言
の
趣
旨
を
生
か
し

て
、
広
く
市
民
の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

普
及
に
努
め
て
い
き
た
い
。



そうか市議会だより 平成29年8月5日…❻

学校運営における
各種組織と

問題解決について

⑦金井俊治　議員

 

質
　
問

　

２
０
０
４
年
の
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
「
保
護
者
や

地
域
住
民
が
学
校
運
営
に
参
画
す
る
学
校
運
営
協

議
会
制
度
に
よ
り
、
地
域
の
力
を
学
校
運
営
に
生

か
す
。
」
と
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
学
校
運
営
協
議

会
を
設
置
し
て
い
る
学
校
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
に
つ
い

て
は
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導

入
に
向
け
て
市
と
し
て
の
考
え
は
。

 

答
　
弁

　
教
育
総
務
部
長
〜
メ
リ
ッ
ト
は
、
学
校
運
営
の

当
事
者
と
し
て
の
委
員
か
ら
有
効
な
意
見
が
得
ら

れ
、
学
校
運
営
の
改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
や
、
校

長
の
学
校
運
営
方
針
の
承
認
を
通
し
て
地
域
へ
の

説
明
責
任
の
意
識
が
向
上
し
、
保
護
者
や
地
域
か

ら
理
解
・
協
力
を
得
た
学
校
運
営
が
可
能
と
な
る

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
課
題
は
、
学
校
運
営
協
議

会
の
人
材
確
保
と
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
対
す
る
理
解
を
い
た
だ

く
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
向
け

て
、
学
校
の
よ
り
一
層
の
活
性
化
を
図
り
、
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
の
実

態
に
即
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

国民健康保険
広域化による

値上げストップ！

⑧平野厚子　議員

 

質
　
問

　

来
年
４
月
か
ら
の
実
施
に
向
け
国
民
健
康
保
険

の
県
単
位
化
（
広
域
化
）
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
埼
玉
県
が
５
月
に
発
表
し
た
１
人
当
た
り
の

国
保
税
試
算
額
（
草
加
市
・
平
均
）
が
、
２
０
１

６
年
度
の
約
１
・
４
倍
、
３
万
７
８
４
３
円
の
値

上
げ
に
な
る
。

 

こ
の
保
険
税
額
は
あ
く
ま
で
も
『
標
準
』
で
あ

っ
て
、
値
上
げ
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、

①
応
能
・
応
益
割
の
負
担
割
合
や
賦
課
限
度
額
の

設
定
、
法
定
外
繰
り
入
れ
金
の
繰
り
入
れ
は
自
治

体
で
設
定
で
き
る
の
で
は
？
②
国
・
県
に
対
し
て

公
的
支
援
の
拡
充
等
を
行
い
新
制
度
に
お
け
る
一

人
当
た
り
の
保
険
税
額
を
引
き
下
げ
る
よ
う
求
め

る
べ
き
で
は
？
 

答
　
弁

　
健
康
福
祉
部
長
〜
①
標
準
保
険
税
率
を
参
考

に
、
各
市
町
村
が
保
険
税
率
を
決
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
法
定
外
繰
り
入
れ
の
あ
り
方
等
は

今
後
検
討
す
る
。

　

市
長
〜
②
急
激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
、

国
保
の
公
費
拡
充
な
ど
に
関
し
て
、
今
後
も
引
き

続
き
要
望
し
て
い
き
た
い
。

生活困窮者の
ための住宅整備を

⑨後藤香絵　議員

 

質
　
問

　

正
規
雇
用
率
の
上
昇
や
高
止
ま
り
で
、
年
収
２

０
０
万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
中
、
収
入
や
貯
蓄
が
生
活
水
準
に
満
た

な
い
生
活
困
窮
高
齢
者
世
帯
が
２
０
３
５
年
に
予

備
軍
を
含
め
て
５
６
２
万
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
の

３
割
近
く
に
達
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

２
月
に
日
本
共
産
党
が
行
っ
た
「
暮
ら
し
と
市
政

の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
「
暮
ら
し
向
き
が
苦
し

い
。
公
営
住
宅
の
増
設
や
、
若
く
て
も
単
身
で
も

借
り
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。
現
在
の
市
営
住
宅
入
居
待
機
者
数
と

公
営
住
宅
の
整
備
方
針
は
。
ま
た
、
国
の
住
宅
対

策
と
し
て
「
住
生
活
基
本
計
画
」
が
示
さ
れ
、

「
空
き
家
を
含
め
た
民
間
賃
貸
住
宅
を
活
用
し
て

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
強
化
」
と
い
う
文
言

が
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
取
り
組
み
状
況
は
。

 

答
　
弁

　
総
合
政
策
部
長
〜
平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
借

り
上
げ
型
の
入
居
待
機
者
は
、
平
成
29
年
度
末
時

点
で
90
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
埼
玉
県
は
世
帯
数

の
増
加
に
見
合
っ
た
県
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
戸
数
を

確
保
す
る
た
め
、
世
帯
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

平
成
37
年
度
ま
で
は
、
５
年
間
で
３
０
０
戸
（
年

間
60
戸
程
度
）
の
借
り
上
げ
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
建
設
部
長
〜
本
市
で
は
本
年
４
月
に
施
行
し
た

草
加
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
２
０
１
７―

２
０
３
５
の
住
宅
政
策
方
針
に
基
づ
き
、
空
き
家

バ
ン
ク
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
住
宅
の
確

保
が
困
難
な
方
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

住
宅
に
つ
い
て
国
、
県
か
ら
情
報
収
集
し
検
討
を

進
め
て
い
く
。

糖尿病の重症化
対策について

⑩田中宣光　議員

 

質
　
問

　

糖
尿
病
は
多
く
の
病
気
の
原
因
と
な
る
恐
ろ
し

い
病
気
で
あ
る
。
こ
の
糖
尿
病
の
重
症
化
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
れ
ば
医
療
費
の
削
減
に
寄
与
で
き
る

と
思
う
が
、
①
草
加
市
に
お
け
る
糖
尿
病
の
重
症

化
予
防
事
業
の
概
要
は
。
②
国
民
健
康
保
険
に
お

け
る
年
間
の
人
工
透
析
の
医
療
費
は
ど
れ
く
ら
い

か
か
る
の
か
。
③
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
限
ら

ず
市
民
全
体
を
対
象
に
市
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
重
症
化
予
防
事
業
は
あ
る
の
か
。

 

答
　
弁

　
健
康
福
祉
部
長
〜
①
草
加
市
で
は
特
定
検
診
や

レ
セ
プ
ト
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
糖
尿
病
が
重
症

化
す
る
リ
ス
ク
の
高
い
方
を
抽
出
し
て
、
医
療
機

関
未
受
診
の
方
や
受
診
中
断
者
に
医
療
機
関
へ
の

受
診
勧
奨
を
行
い
、
通
院
中
の
方
に
は
保
健
指
導

へ
の
参
加
を
勧
奨
し
、
同
意
し
て
い
た
だ
い
た
方

に
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

　

②
平
成
28
年
度
の
人
工
透
析
に
関
す
る
総
医
療

費
は
11
億
円
程
度
に
な
る
と
推
計
さ
れ
る
。
患
者

一
人
当
た
り
の
平
均
総
医
療
費
は
年
間
で
５
９
０

万
円
程
度
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

③
市
内
６
カ
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

看
護
師
が
行
う
健
康
相
談
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保

健
師
や
管
理
栄
養
士
が
健
康
に
関
す
る
講
話
を
行

う
出
前
講
座
、
草
加
八
潮
医
師
会
の
医
師
か
ら
の

紹
介
や
直
接
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
栄
養
相

談
、
糖
尿
病
と
合
併
症
を
知
る
講
演
会
な
ど
、
生

活
習
慣
病
を
予
防
す
る
為
の
様
々
な
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
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地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
保
育
の
受
け
皿
整
備
の
促
進
の

た
め
の
税
制
上
の
措
置
の
創
設
、
地

方
法
人
課
税
の
偏
在
是
正
等
を
行
う

と
と
も
に
、
条
文
の
所
要
の
整
備
を

行
う
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
は
、
既
定

の
予
算
総
額
に
８
２
１
万
３
０
０
０

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
７
３

６
億
２
１
２
１
万
３
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
入
は
繰
入
金
を
、
歳
出
は
障
害

者
居
住
支
援
体
系
の
整
備
事
業
費
を

そ
れ
ぞ
れ
追
加
す
る
も
の
で
す
。

■
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
の

　
抜
本
的
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

昨
年
末
に
成
立
し
た
「
特
定
複
合

観
光
施
設
区
域
の
整
備
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
に
対
す
る
衆
議
院
及
び

参
議
院
の
内
閣
委
員
会
に
お
け
る
附

帯
決
議
で
は
、
政
府
へ
ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
依
存
症
の
実
態
把
握
の
た
め
の
体

制
整
備
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
患

者
の
相
談
体
制
と
臨
床
医
療
体
制
の

強
化
な
ど
を
求
め
て
い
る
。
政
府
は

こ
れ
を
受
け
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存

症
対
策
推
進
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い

て
検
討
を
進
め
、
本
年
３
月
に
は
論

点
整
理
を
発
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

政
府
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
等
依
存
症
に
よ
る
自
己
破
産
、

家
庭
崩
壊
、
犯
罪
な
ど
の
深
刻
な
問

題
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
実
態
を
十
分
に
把
握
し
て
こ
な
か

っ
た
。

　

よ
っ
て
政
府
に
お
い
て
は
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
等
依
存
症
の
実
態
把
握
を
進

め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
取
り
組
む

よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

①
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
省
庁
が
所
管
し
て
お
り
、
し
か

も
規
制
と
振
興
の
担
当
省
庁
が
同
一

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
元
的
に
規
制

す
る
こ
と
が
困
難
な
側
面
が
あ
る
た

め
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
を

十
分
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
等
依
存
症
対
策
の
企
画
立
案
、

規
制
と
監
視
を
一
元
的
に
行
う
独
立

組
織
の
設
置
を
検
討
す
る
こ
と

②
３
月
に
発
表
さ
れ
た
論
点
整
理
等

を
踏
ま
え
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症

に
関
す
る
具
体
的
な
対
策
や
そ
の
実

施
方
法
を
早
急
に
検
討
す
る
こ
と

③
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
の
法

制
化
に
当
た
り
、
既
に
施
策
が
進
め

ら
れ
て
い
る
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や

薬
物
依
存
症
の
取
り
組
み
と
と
も
に

検
討
を
行
い
、
依
存
症
対
策
の
深
化

を
図
る
こ
と

 

■
小
川
利
八
議
員
の

　
反
省
を
求
め
る
決
議

　

小
川
利
八
議
員
か
ら
平
成
25
年
度

分
と
平
成
26
年
度
分
の
政
務
活
動
費

に
つ
い
て
、
勘
違
い
に
よ
り
二
重
計

上
し
た
と
し
て
、
平
成
25
年
度
分
の

政
務
活
動
費
の
一
部
、
18
万
９
０
０

０
円
を
自
主
返
納
し
た
い
旨
の
申
し

出
が
平
成
29
年
５
月
16
日
に
あ
り
、

同
月
25
日
に
自
主
返
納
の
手
続
が
完

了
し
た
。

　

政
務
活
動
費
は
、
市
民
が
納
め
た

貴
重
な
税
金
か
ら
支
出
さ
れ
て
お

り
、
た
と
え
勘
違
い
と
は
い
え
、
政

務
活
動
費
の
二
重
計
上
は
、
草
加
市

議
会
に
対
す
る
市
民
の
信
用
を
失
墜

す
る
行
為
で
、
断
じ
て
許
す
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

よ
っ
て
小
川
利
八
議
員
は
、
事
の

重
大
性
を
深
く
認
識
し
、
今
後
、
こ

の
よ
う
な
政
務
活
動
費
の
二
重
計
上

が
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
う
と

と
も
に
、
深
く
反
省
す
る
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

■
市
長
の
専
決
処
分
の

　
指
定
の
一
部
改
正

　

被
害
者
へ
の
救
済
措
置
と
し
て
、

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
法
律

上
市
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
額

の
決
定
に
つ
い
て
、
１
件
１
０
０
万

円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
も
、
保

険
等
に
よ
り
補
塡
さ
れ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
自
動
車
保
険
ま
た
は
自
動

車
共
済
の
対
象
と
な
る
事
故
以
外
の

事
故
で
、
賠
償
の
原
因
が
物
の
損
害

の
み
の
場
合
を
除
き
、
そ
の
保
険
金

等
の
額
及
び
免
責
額
の
範
囲
内
に
お

い
て
、
市
長
の
専
決
処
分
を
可
能
と

す
る
も
の
で
す
。

■
草
加
市
議
会
委
員
会
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

議
会
広
報
の
充
実
に
よ
り
、
議
会

活
動
を
幅
広
く
市
民
に
周
知
し
、
議

会
に
対
す
る
市
民
の
理
解
と
関
心
を

深
め
る
た
め
、
議
会
広
報
委
員
会
を

常
任
委
員
会
と
し
て
設
置
し
、
所
管

事
項
を
市
議
会
広
報
紙
の
編
集
、
発

行
等
に
関
す
る
事
項
及
び
市
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
運
営
等
に
関
す

る
事
項
と
す
る
も
の
で
す
。

　

施
行
期
日
は
公
布
の
日
。

条
　
例

予
　
算

市
長
提
出
議
案

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

草
加
市
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
29
年
度
草
加
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○：賛成　×：反対　除：除斥　欠：欠席

閉  

会
休  

会
休  

会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

休  

会
休  

会

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

休  

会
休  

会
休  

会

議
案
質
疑

一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会

一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会

一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会

一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会

休  

会
休  

会

議
案
調
査
日

開  

会

2928272625242322212019181716151413121110987
金木水火月日土金木水火日土金木水火月日土金木

9　月
平成２９年９月定例会の会期日程（案）は次のとおりとなります。

月・祝

会　派　構　成／議　員　名

議　案　番　号／議　案　名

・議長は表決に加わりません。・表中の「※自ク」は「自由市民クラブ議員団」の略、「※委」は「委員会提出議案」の略です。
・議第６号議案について、小川議員は、地方自治法第１１７条の規定により、表決に加わることができません。（除斥）

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

委２

議６

議７

議８

議９

市　

長　

提　

出　

議　

案

議
員
提
出
議
案

※委

【平成２９年６月定例会】　６月１日～６月１５日
専決処分の承認を求めることについて［草加市税条例の一部を改正する条例］

平成２９年度草加市一般会計補正予算（第１号）

草加市の選挙公営に関する条例の一部を改正する条例の制定について

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

草加市税条例等の一部を改正する条例の制定について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

不当要求行為等・公益通報委員会委員の委嘱につき同意を求めることについて

不当要求行為等・公益通報委員会委員の委嘱につき同意を求めることについて

不当要求行為等・公益通報委員会委員の委嘱につき同意を求めることについて

草加市議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例の制定について

小川利八議員の反省を求める決議

市長の専決処分の指定の一部改正について

草加市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

ギャンブル等依存症対策の抜本的強化を求める意見書
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承　　認

原案可決

原案可決
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同　　意
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同　　意

同　　意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

草加新政 公明党 共産党 ※自ク －－

議決結果
小
川　

利
八

吉
沢　

哲
夫

田
中　

宣
光

松
井
優
美
子

佐
藤　
　

勇

後
藤　

香
絵

平
野　

厚
子

藤
家　
　

諒

斉
藤　

雄
二

佐
藤　

憲
和

西
沢　

可
祝

飯
塚　

恭
代

広
田　

丈
夫

金
井　

俊
治

佐
々
木
洋
一

宇
佐
美
正
隆

鈴
木　

由
和

佐
藤　

利
器

白
石　

孝
雄

中
野　
　

修

関　
　

一
幸

新
井　

貞
夫

小
澤　

敏
明

井
手　

大
喜

吉
岡　
　

健

浅
井　

昌
志

芝
野　

勝
利

切
敷　

光
雄

－

専決処分の承認を求めることについて［草加市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例］

審　議　結　果　一　覧

※日程等は変更になることもありますので、詳しい内容については議会事務局までお問い合わせ下さい。（☎048-922-2489直通）



そうか市議会だより 平成29年8月5日…❽

　

議
会
広
報
の
さ
ら
な
る
充
実
に
よ
り
議
会
活
動

を
幅
広
く
市
民
に
周
知
し
、
議
会
に
対
す
る
理
解

と
関
心
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
６
月
定
例

会
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
議
会
広
報
委
員

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
『
伝
え
る
』
広
報
か
ら
『
伝
わ

る
』
広
報
を
目
指
し
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
、

身
近
な
議
会
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な
る
よ

う
、
市
議
会
広
報
紙
や
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て
今
後
検
討
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
る

予
定
で
す
。

　

議
会
広
報
委
員
会
の
構
成
は
写
真
右
手
前
か
ら

　

委　
　

員　

松　

井　

優
美
子

　

委　
　

員　

藤　

家　
　
　

諒

　

委　
　

員　

井　

手　

大　

喜

　

副
委
員
長　

吉　

岡　
　
　

健

　

委
員
長　

飯　

塚　

恭　

代

　

委　
　

員　

金　

井　

俊　

治

　

委　
　

員　

田　

中　

宣　

光

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　
草
加
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
デ
ザ
イ
ン
や
構
造
、
公
開
方
法
な
ど
を
見
直
し
、

誰
も
が
「
読
め
る
」
、
「
た
ど
り
着
く
」
を
目
指
し
ま
し
た
。

主
な
変
更
点

①　

目
的
の
ペ
ー
ジ
に
た
ど
り
着
き
や
す
く
な
る
よ
う
、
主
な
項

目
ご
と
に
分
類
を
行
う
と
と
も
に
、
各
ペ
ー
ジ
か
ら
ペ
ー
ジ
へ

の
閲
覧
も
し
や
す
く
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
配
色
パ
タ
ー
ン
な
ど
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
に
も
対
応
し
ま
し
た
。

②　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
閲
覧
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
サ
イ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
全
て
の
ペ
ー
ジ
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
表
示
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

誰もが読める、たどり着くを目指して
市議会ホームページをリニューアル

「
伝
え
る
」
広
報
か
ら
「
伝
わ
る
」
広
報
へ

「
伝
え
る
」
広
報
か
ら
「
伝
わ
る
」
広
報
へ

〜
議
会
広
報
委
員
会
を
設
置
〜

〜
議
会
広
報
委
員
会
を
設
置
〜

　
　
　

こ
れ
ま
で
は
、
議
会
事
務
局
が
主
導

　
　

で
作
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
「
そ
う

か
市
議
会
報
」
は
議
会
の
動
き
や
活
動
を
市

民
に
お
知
ら
せ
を
す
る
大
切
な
ツ
ー
ル
で
あ

り
、
わ
か
り
や
す
い
、
見
や
す
い
「
議
会
だ

よ
り
」
を
議
員
の
手
で
作
り
た
い
と
い
う
考

え
か
ら
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
や
、
市
議
会

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
が
主
な
役
割
と

な
り
ま
す
。
特
に
市
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

は
、
役
所
用
語
や
難
解
な
用
語
は
で
き
る
限

り
使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
紙
面
の
レ

イ
ア
ウ
ト
を
含
め
、
見
や
す
く
、
手
に
取
っ

て
い
た
だ
け
る
市
議
会
だ
よ
り
を
作
る
こ
と

が
使
命
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

今
号
（
８
月
５
日
発
行
）
に
つ
い
て

　
　

は
、
委
員
会
設
置
か
ら
時
間
が
少
な
か

っ
た
の
で
、
大
き
な
変
化
は
望
め
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
し
た
が
、
委
員
の
皆
様
か
ら
か

な
り
積
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
、
急
遽
、
委

員
会
の
開
催
日
程
を
増
や
す
な
ど
、
活
発
な

議
論
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

一
番
は
、
市
民
の
皆
様
に
見
て
い
た

　
　

だ
け
る
「
市
議
会
だ
よ
り
」
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
議

員
で
あ
る
私
た
ち
一
人
一
人
の
意
識
改
革
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
「
そ
う

か
市
議
会
報
」
を
一
新
し
、
慣
例
に
と
ら
わ

れ
ず
、
「
市
民
の
皆
様
へ
伝
わ
る
議
会
だ
よ

り
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質問回答

議
会
広
報
委
員
会
設
置
の
経
緯
は
？

質問回答

議
会
広
報
委
員
会
の
役
割
は
？

質問回答

初
回
の
編
集
を
終
え
て
、

　
議
会
広
報
委
員
会
の
雰
囲
気
は
？

質問回答

ど
ん
な
市
議
会
だ
よ
り
を

　
　
　
　
　
　
　
目
指
し
ま
す
か
？

伝
わ
ら
な
け
れ
ば

　
　
広
報
じ
ゃ
な
い

議
会
広
報
委
員
長
に
聞
く

市議会ホームページへ
アクセス

草加市議会 クリック
！検索 ＱＲコードからも

アクセスできます！

変更点② 変更点①

議会広報委員長
　飯　塚　恭　代
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